
【プロ男子の部】 【優秀選手賞】

井岡　一翔（ＷＢＡ世界スーパー・フライ級チャンピオン）

☆最優秀選手賞

井上　尚弥（大橋）　６年連続７回目 井上　拓真（ＷＢＡ世界バンタム級チャンピオン）

井上　尚弥（ＷＢＡ・ＷＢＣ・ＩＢＦ・ＷＢＯ世界スーパー・バンタム級統一チャンピオン）

☆技　能　賞 ＷＢＡ・ＷＢＣ世界ライト・フライ級チャンピオン

寺地　拳四朗（ＢＭＢ）　２年連続２回目 重岡　銀次朗（ＩＢＦ世界ミニマム級チャンピオン）

重岡　優大（ＷＢＣ世界ミニマム級チャンピオン）

☆殊　勲　賞 ＷＢＯ世界スーパー・フライ級チャンピオン

中谷　潤人（Ｍ.Ｔ）　２年連続３回目　 寺地　拳四朗（ＷＢＡ・ＷＢＣ世界ライト・フライ級チャンピオン）

中谷　潤人（ＷＢＯ世界スーパー・フライ級チャンピオン）

☆努 力・敢 闘 賞 前日本バンタム級チャンピオン

堤　聖也（角海老宝石）　初 【特別賞】

池山　直（元ＷＢＯ女子世界アトム級チャンピオン）

☆Ｋ　Ｏ　賞 岩佐　亮佑（元ＩＢＦ世界スーパー・バンタム級チャンピオン）

井上　尚弥（大橋）　４年連続７回目 鈴木　菜々江（元ＷＢＯ女子世界アトム級チャンピオン）

多田　悦子（元ＷＢＡ・ＩＢＦ・ＷＢＯ女子世界ミニマム級チャンピオン）

☆新　鋭　賞 日本スーパー・バンタム級５位

那須川　天心（帝拳）　初 村田　諒太（元ＷＢＡ世界ミドル級チャンピオン）

【アマの部】

☆年間最高試合賞     [男子]   [女子]

（世界） (2023年7月25日：於 東京・有明アリーナ) 最優秀選手賞 岡澤　セオン(株式会社INSPA) 木下　鈴花(株式会社ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ｻﾎﾟｰﾄ)

スティーブン・フルトン（ＵＳＡ）vs 井上　尚弥（大橋）

※大橋プロモーション 優秀選手賞 原田　周大(専修大学) 鬼頭　茉衣(株式会社カネヨシ)

敢闘賞 坪井　智也(自衛隊体育学校) 田口　綾華(自衛隊体育学校）

☆年間最高試合賞 日本バンタム級タイトルマッチ

（世界戦以外） (2023年12月26日：於 東京・有明アリーナ) 技能賞

堤　聖也（角海老宝石）vs 穴口　一輝（真正）

※大橋プロモーション 殊勲賞 吉澤　颯希(日本体育大学)

【プロ女子の部】 努力賞 若谷　豪(愛媛県競技力向上対策本部) 國府　縞鈴(開新高等学校)

新鋭賞 藤木　勇我(興國高等学校) 四元　志桜里(日章学園高等学校)
☆最優秀選手賞　 ＷＢＯ女子世界スーパー・フライ級チャンピオン 中山　聖也(東福岡高等学校)

晝田　瑞希（三迫）　２年連続２回目
最優秀コーチ賞 荒竹　俊也(Wild.b sports) 伊田　武志(シュガーナックルジム)

☆年間最高試合賞 ＷＢＯ女子世界スーパー・フライ級タイトルマッチ 令和6年2月2日
　　　　　一般財団法人日本ボクシングコミッション
　　　　　日本プロボクシング協会

※三迫プロモーション 　　　　　公益社団法人日本ボクシング連盟
　　　　　東京運動記者クラブ・ボクシング分科会

晝田　瑞希（三迫）vs ケーシー・モートン（ＵＳＡ）
（2023年6月13日：於 東京・後楽園ホール）

ＷＢＣ・ＷＢＯ世界スーパー・バンタム級王座統一戦

【２０２３年度表彰選手一覧】

ＷＢＡ・ＷＢＣ・ＩＢＦ・ＷＢＯ世界スーパー・バンタム級統一チャンピオン

ＷＢＡ・ＷＢＣ・ＩＢＦ・ＷＢＯ世界スーパー・バンタム級統一チャンピオン

藤岡　奈穂子（元ＷＢＣ女子ミニマム級、ＷＢＡ女子フライ級･スーパー･フライ級、ＷＢＯ女子ライト･フライ級･バンタム級チャンピオン）

ホルヘ・リナレス（元ＷＢＣ世界フェザー級・ライト級、ＷＢＡ世界スーパー・フェザー級・ライト級チャンピオン）

西山　潮音(駒澤大学) 和田　まどか(ZANN CORPORATION)


